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概    要 胎生期の消化管形成過程では、上皮細胞とそれに隣接する間充織との間の相互作用
が重要な役割を担っています。この上皮-間充織相互作用は、胎生期の形態形成過程で必要なばかりでな
く、出生後の消化管の構造と機能を維持する上でも同様に重要な役割を担っています。私たちはこれま
























































①遺伝子 X、および G の胎仔小腸形成過程におけ
る機能の解析 
遺伝子 X、および、G は、DNA マイクロアレ













































様式を in situ hybridization 法を用いて野生型マ
ウスと Id2 欠損マウスで発現様式の比較を行いま




る Sox2 および Foxa2 は、胎仔空腸肛門側におい
て斑状の発現陽性領域を認めました。以上より、
消化管の領域特異的な運命決定過程において、
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